
 
 
 
山崎断層による地震「その時」あなたは③（P.14～P.15） 

 
 

 ね ら い たくさんの人が集まる場所において、適切に行動するための判断力を

育てる。  
 
 
  展 開 例 （防災訓練の事前・事後指導） 

学習活動 指導上の留意点 

１ 導入 

想定場面を読む。 

 

 

２ 展開 

○ワークシート「考えてみ

よ う 」 (1)(2) を ま と め

る。 

 

・場面①②について発表す

る。 

 

・場面③の行動について発

表する。 

 

 

○「考えてみよう」(3)を

考え、発表する。 

・10 分後の行動について発

表する。 

 

３ まとめ 

「『その時』わたしは…」

を読み、適切な行動につい

て考える。 

 

 

・山崎断層による地震が起こった場合、人が多く集まるショッ

ピングモールにおいて、自分の命を守るためにはどうすれば

よいのかを考えさせる。 

 

・「考えてみよう」に添って、場面毎の危険を予測させ、それ

を回避するための行動をワークシートにまとめさせる。 

 

 

・地震時の行動として Shake Out 訓練の安全行動の１-２-３

（P.19）をおさえる。 

 

・激しく突き上げるような揺れが 20 秒ほど続いたことから、

活断層型地震を予測し（P.16-17）、建物の倒壊と火災が発生

する可能性を踏まえた行動が必要であることをおさえる。 

 

・エレベーターやエスカレーターで地震に遭遇したときの行動

（P.19）を踏まえ、人が集まる場所での行動を考えさせる。 

 

 

 

・パニックからの回避、人が殺到する避難路を回避するなど適

切な判断が命を守るための行動につながることをおさえる。

 

 
 
 

 参   考 

 ・P.4～P.5「あなたは命を守れますか？」  
・P.6～P.9「災害から命を守るために」 

・P.16～P.21「地震に備えて」 

・P.24～P.25「避難行動における心理的特性」 


